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新米子市誕生10周年記念式
新米子市誕生10周年記念式が、３月31日に
行なわれました。
左上：アトラクションの淀江さんこ節
右中：全国から公募し制定した「米子市の歌」
を披露する鳥取県西部合唱連合の皆さん
左下：鳥取県西部町村会会長　景山日野町長
の発声による万歳三唱

５



　

こ
れ
ま
で
市
の
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
表
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問
合
せ　

総
務
管
財
課
（
☎
23
―

５
３
３
１
）

【
功
労
表
彰
者
】

◆
自
治
功
労
者

　

鶴
田
和
彦　
　

吉
田
孝
儀

　

奥　
　

進　
　

山
上
建
夫

　

油
本
穎
德

◆
農
業
功
労
者

　

安
田　

浩

◆
厚
生
功
労
者

　

友
森
惠
子　
　

池
田
俊
昭

　

藤
原
和
子　
　

松
田　

潔

　

阿
部
和
久

◆
教
育
功
労
者

　

上
野
榮
一　
　

來
海
邦
彦

◆
消
防
功
労
者

　

稲
倉　

隆　
　

吉
田　

力

　

江
原
正
光　
　

◆
体
育
功
労
者

　

二
岡　

博　
　

髙
野
初
枝

　

田
中
敦
則

【
善
行
表
彰
者
】

◆
自
治
善
行
者

　

渡
部
武
男　
　

綾　

榮
三

　

松
本　

眞　
　

來
福
利
夫

　

岩
佐
祐
國　
　

足
本
勝
美

　

石
田　

登　
　

◆
商
工
業
善
行
者

　

杉
原
弘
一
郎

◆
農
業
善
行
者

　

仲
田
邦
治　
　

森
中
喜
輝

　

田
邊
雄
一

　

旧
米
子
市
と
旧
淀
江
町

と
の
合
併
に
よ
り
新
米
子

市
が
誕
生
し
、
３
月
31
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新
米
子
市
誕
生
10
周
年
を
記
念

し
、
平
成
27
年
３
月
31
日
に
「
米

子
市
の
歌
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

制
定
の
目
的
は
、
米
子
市
の
歌
が

市
民
に
親
し
ま
れ
歌
い
継
が
れ
て

い
く
よ
う
普
及
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
歌
を
通
じ
て
市
民
の
米
子
市

を
愛
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
り
、

米
子
市
の
地
域
や
人
の
さ
ら
な
る

一
体
化
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
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平
成
26
年
６
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全
国
に
公

募
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、
歌
詞
63
作
品
・
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作
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ま
し
た
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後
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保 岡 直 樹　作詞
松 田 恭 雄　作曲
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　米子市ホームページにおいて、米子市の
歌の歌詞・メロディ楽譜・ピアノ伴奏譜・
米子市の歌（音源：独唱・ピアノ伴奏・オ
ルゴール演奏）がダウンロードできます。
ぜひ皆さん聴いてください。



区 分 予 算 額 対前年度比

自
主
財
源

市 税 183億 7,490万円 0.9％
諸 収 入 66億 4,240万円 4.7％
使用料及び手数料 21億 5,706万円 71.3％
財 産 収 入 ほ か 8億 650万円 69.5％
分担金及び負担金 7億 4,029万円 △ 29.0％
繰 入 金 4億 7,239万円 101.4％

依
存
財
源

国 庫 支 出 金 94億 1,427万円 7.2％
地 方 交 付 税 93億 4,877万円 △ 5.0％
市 債 55億 7,113万円 △ 13.1％
県 支 出 金 43億 2,417万円 3.1％
譲 与 税・ 交 付 金 34億 7,612万円 38.5％
合 計 613億 2,800万円 3.4％

区 分 予 算 額 対前年度比
民 生 費 229億 8,897万円 5.6％
総 務 費 80億 8,470万円 10.4％
教 育 費 66億 5,512万円 5.5％
商 工 費 66億 127万円 6.6％
公 債 費 65億 7,281万円 △ 15.2％
土 木 費 51億 1,482万円 3.3％
衛 生 費 34億 503万円 6.3％
農 林 水 産 業 費 10億 9,427万円 4.8％
議 会 費 3億 7,055万円 △ 1.2％
そ の 他 4億 4,046万円 9.7％
合 計 613億 2,800万円 3.4％

【財政用語の解説】
国 庫
支出金

資金の使い道を指定して地方自治体
に国から交付されるお金

地 方
交付税

収入が少ない市町村でも一定水準の
行政サービスを提供できるようにす
るため、国から交付されるお金

譲与税
・

交付金
国が徴収した税の一部を、一定の基
準で地方自治体に配分するお金

民生費 子どもやお年寄り、障がいのある方
への福祉のためのお金

総務費 庁舎や財産の維持管理、戸籍の管理、
税金の徴収などのためのお金

教育費 小中学校の施設の整備や文化の振興
などのためのお金

商工費 商工業・観光の振興のためのお金
公債費 借入金返済のためのお金

土木費 道路や公園の整備など、まちづくり
をするためのお金

衛生費 健康診断や予防接種、ごみの回収処
理などをするためのお金

一般会計予算額　　613億2,800万円
【対前年度予算比の伸び率　3.4％増】

◆会計別でみた予算
区 分 平成27年度

当初予算額
平成26年度
当初予算額 対前年度比

一 般 会 計 613億2,800万円 593億 300万円 3.4％

特

別

会

計

国民健康保険事業 179億3,322万円 159億7,972万円 12.2％
住宅資金貸付事業 268万円 487万円 △ 44.9％
土 地 取 得 事 業 5,769万円 5,859万円 △ 1.5％
下 水 道 事 業 63億1,368万円 66億4,553万円 △ 5.0％
駐 車 場 事 業 1億6,642万円 1億9,242万円 △ 13.5％
農業集落排水事業 6億9,694万円 7億 310万円 △ 0.9％
市 営 墓 地 事 業 1,973万円 1,866万円 5.7％
介 護 保 険 事 業 134億9,545万円 127億5,494万円 5.8％
後期高齢者医療 16億7,661万円 16億5,224万円 1.5％

平成27年度当初予算の概要平成27年度当初予算の概要
　平成27年度の予算編成では、厳しい行財政環境を踏まえ、「選択と集中」の観点から事業を取捨選択し、限られた財源を
最大限有効に配分するよう努めるとともに、経常的経費についてマイナス２パーセントシーリング（※）に取り組むことと
しました。あわせて、平成23年度に策定した第２次米子市総合計画に基づき、「生活充実都市・米子」のさらなる発展をめ
ざした施策の推進にも配慮しました。
　また、平成26年11月に成立した「まち・ひと・しごと創生法」は、人口減少を克服し、地方創生を成し遂げることをめ
ざすもので、本市の将来を左右する重要な柱となるものであることから、この法の基本理念にのっとり、自主的な取り組み
を強化した予算としたところです。
　また、国の経済対策と連動した切れ目のない経済対策について、平成26年度２月補正予算に引き続き、14か月予算として
取り組むとともに、地域経済の活性化、少子高齢化対策、防災対策、教育環境の充実などを図り、本市のポテンシャルを高め、
地方創生を推進していく予算編成内容としています。
（※マイナス２パーセントシーリング…経常的経費の予算要求枠が前年度対比98パーセント以内のこと）

■問合せ　財政課（☎２３－５３２２）
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譲与税・交付金　5.6％

繰入金　0.8％その他　0.7％
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生活充実都市・米子のさらなる発展と
地方創生の推進に配慮した予算としました。

（１）『ひと』がいきいき 
主な事業（一般会計） 予算額

自主防災組織育成事業 323万円
連携備蓄物品更新事業 386万円
犯罪被害者支援事業 44万円
原子力安全対策事業 13万円
防犯対策推進事業 1,445万円
【新規】避難標識等整備事業 49万円
非常備消防費 6,791万円
消防ポンプ自動車整備更新事業 2,601万円
【新規】消防団員招集メールサーバー運営事業 19万円
【新規】消防団協力事業所表示制度運営事業 3万円
【新規】消防団装備資機材整備事業 417万円
【新規】消防ホース乾燥塔改修事業 340万円
【新規】消防団車庫整備事業 3,563万円
【新規】少年消防クラブ防災教育事業 18万円
臨時福祉給付金事業 2億3,439万円
【新規】生活困窮者自立支援事業 850万円
福祉大会等開催助成事業 52万円
【新規】障がい者福祉施設整備費補助事業 787万円
【新規】入院時付添依頼助成事業 12万円
【新規】身体障害者手帳交付対象外難聴児への補聴器購入助成事業 18万円
成年後見サポートセンター運営推進事業 198万円
弓浜地域老人福祉センター建設事業 1億7,811万円
放課後児童対策事業（なかよし学級） 1億1,144万円
なかよし学級施設整備事業 3,796万円
なかよし学級待機児童対策事業 9,017万円
私立・特別保育事業 1億5,887万円
保育所等運営・支援事業（公立・私立） 37億8,799万円
子育て世帯臨時特例給付金事業 7,912万円
【新規】西保育園自動車待機所整備事業 245万円
【新規】子どものための教育・保育給付事業 11億 411万円
【新規】福祉保健総合センター駐車場等整備事業 6,110万円
乳幼児健康診査事業 3,392万円
妊婦健康診査事業 1億 2,616万円
未熟児養育事業 986万円
後期高齢者健康診査事業 6,751万円
女性特有のがん検診推進事業 920万円
働く世代への大腸がん検診特別推進事業 405万円
予防接種事業 3億7,211万円
インフルエンザ予防接種事業 1億 24万円
風しんワクチン接種費緊急助成事業 97万円
【新規】高齢者の肺炎球菌ワクチン接種事業 4,464万円
震災に強いまちづくり促進事業 2億6,078万円

（２）『こころ』がいきいき
主な事業（一般会計） 予算額

人権教育推進員等設置事業 2,192万円
人権教育研究指定校事業 60万円
男女共同参画推進関連事業 10万円
婦人緊急一時保護事業 75万円
私立幼稚園運営費補助金 3,105万円
私立幼稚園就園奨励費助成事業 9,915万円
私立幼稚園第三子保育料軽減事業 851万円
【新規】緑のカーテン設置事業 100万円
小学校耐震補強事業 6億9,087万円
福米東小学校校舎増築事業 5億3,066万円
小学校配膳室整備事業 5,760万円
小・中学校屋内運動場整備事業 1億3,200万円
福生東小学校校舎増築事業 4億5,383万円
【新規】防球ネット等整備事業 540万円
中学校耐震補強事業 1億9,388万円
【新規】後藤ヶ丘中学校大規模改修等事業 10億1,473万円
スクールソーシャルワーカー活用事業 656万円
【新規】ふるさと米子の先人に学ぶ郷土資料集作成事業（10周年記念） 340万円
準要保護児童就学援助事業（小学校） 2,950万円
準要保護生徒就学援助事業（中学校） 4,055万円
準要保護児童生徒給食扶助費 8,330万円
小・中学校少人数学級実施事業 6,200万円
公民館施設等整備事業 3,922万円
図書資料費 3,087万円
【新規】地元著作家講演会開催事業（10周年記念） 13万円
児童文化センター整備事業 1,385万円
【新規】旧淀江町誌編さん事業（10周年記念） 381万円
【新規】「写真が語る米子の歩み」開催事業（10周年記念） 138万円
文化ホール整備事業 4,270万円
【新規】まちなか音楽祭開催事業（10周年記念） 47万円

淀江文化センター整備事業 1,070万円
市民総スポーツ運動推進事業 966万円
【新規】2016高校総体開催地実行委員会運営費 65万円
【新規】どらドラパーク米子市民体育館整備事業 1,494万円
【新規】淀江運動公園等整備事業 1,630万円
【新規】どらドラパーク米子陸上競技場改修事業 2,725万円
【新規】どらドラパーク米子庭球場整備事業 169万円
【新規】皆生市民プール管理運営費 2,529万円
学校給食運営事業 4億1,999万円

（３）『ふるさと』がいきいき	 	 	
主な事業（一般会計） 予算額

公害対策事業 74万円
こどもエコクラブ環境学習事業 12万円
家庭用燃料電池導入推進事業 270万円
電気自動車・急速充電器整備事業 256万円
【新規】ヌカカ対策事業 470万円
【新規】環境基本計画中間見直し事業 93万円
【新規】一般廃棄物処理基本計画策定事業 7万円
【新規】水鳥公園ネイチャーセンター整備事業 3,670万円
【新規】米子水鳥公園記念誌等作成事業（10周年事業） 86万円
【新規】中海オープンウォータースイム開催支援事業 50万円
分別収集事業 6億 968万円
彦名地区ふるさと農道緊急整備事業 3,830万円
米子駅南北自由通路等整備事業 9,754万円
準用河川改修事業 1億2,446万円
排水路新設改良事業 7,073万円
排水路維持補修事業 7,390万円
都市公園管理事業 1億6,509万円
市営住宅長寿命化改善事業 5,270万円

（４）『あした』がいきいき 		 	
主な事業（一般会計） 予算額

移住定住推進事業 441万円
米子空港利用促進懇話会特別会計負担金 1,100万円
第２期中心市街地活性化推進事業 165万円
【新規】米子市・束草市姉妹都市提携20周年記念事業 518万円
企業立地促進資金融資事業 1億8,134万円
企業立地促進補助金 3億6,785万円
６次産業化推進事業 1,383万円
情報通信及び事務管理関連企業立地促進補助金 2億3,550万円
【新規】勤労青少年ホーム設備等整備事業 329万円
商工業振興資金貸付事業 53億6,092万円
にぎわいのある商店街づくり事業 290万円
小規模事業者経営改善貸付資金利子補給補助金 170万円
【新規】郷土芸能祭（10周年記念） 270万円
【新規】皆生温泉まちあるき環境整備事業（10周年記念） 97万円
【新規】アニメを生かしたツアー誘致事業 500万円
多面的機能支払交付金事業 4,577万円
就農条件整備事業 2,041万円
がんばる農家プラン事業 3,205万円
就農応援交付金事業 3,867万円
梨柿生産振興事業 707万円
【新規】農地中間管理事業 1,717万円
【新規】農村地域防災減災事業 83万円
【新規】農業水利施設保全合理化事業 75万円
【新規】和牛増頭対策推進事業 500万円
漁業担い手育成研修事業 213万円
【新規】淡水魚育成施設ポンプ設備等改修事業 460万円
【新規】漁業経営開始円滑化事業 1,667万円
【新規】航路浚渫（しゅんせつ）事業 1,000万円
道路新設改良事業 2億5,544万円
交通安全施設整備（補助）事業 1,900万円
よどえ道草日和事業 50万円
【新規】淀江地区スポーツツーリズム拠点化事業 30万円

（５）『市役所』がいきいき			 	
主な事業（一般会計） 予算額

【新規】市の歌普及事業（10周年記念） 211万円
【新規】国勢調査事業 6,460万円
【新規】地方創生講演会 100万円
【新規】番号制度導入事業 718万円
【新規】基幹業務システム管理運営事業 2,542万円
地域産品ＰＲ事業（ふるさと納税） 7億3,243万円
【新規】個人番号カード関連事業 5,595万円



新米子市誕生10周年記念　
平成27年度 米子市美術館特別共催展「篠山紀信展　写真力」　関連事業

「篠山紀信　トークショー」
　この度「篠山紀信展　写真力」開催（７月11日～８月23日）を記念し、篠山紀信氏によるトークショーを開催すること
となりました。参加ご希望の方は、往復はがきに必要事項をご記入のうえ、ご応募ください。皆さんのご参加を心よりお
待ちしています。
■主 催　米子市・米子市教育委員会・日本海テレビ・一般財団法人 米子市文化財団 （米子市美術館・米子市淀江文化セ
ンター）・読売新聞社・美術館連絡協議会
■と き　７月11日（土）午後２時～、開場：午後１時30分　　
■ところ　米子市淀江文化センター大ホール（さなめホール）　　■定 員　500人　　■参加費　無料
■参加方法　往復はがきに「トークショー」参加希望の旨、ならびに住所、氏名（返信面にも）、電話番号・人数（２人まで）
を明記のうえ、米子市美術館までお送りください。
●往復はがきの記入方法

□返信面おもて…参加希望の方の郵便番号・住所・氏名を記入してください。
□返信面うら…（何も記入しないでください。）
□往信面おもて…〒 683-0822 米子市中町12番地　米子市美術館　「篠山紀信トークショー」係　宛
□往信面うら…参加希望の方の氏名、住所、電話番号・人数（２人まで）をご記入ください。
　一枚の当選はがきで２人までご入場できます。（ただし、入場の際は、ご一緒に入場ください。）

■申込締切　６月12日（金）（当日消印有効）　※ 応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。
☆関連企画　トークショー終了後、本展覧会図録ご購入の方100人の方を対象に、篠山氏によるサイン会を実施します。
■問合せ　米子市美術館（☎３４－２４２４、ＦＡＸ３３－０６７９）

第57回　米子市音楽祭　聴いてくれてありがとう♪
　米子の音楽の祭典「米子市音楽祭」の季節がやってきました。地元の音楽愛好家が日ごろの活動の成果を披露します。今
年はオープニングコンサート「吹奏楽の祭典」で幕を開け、つづいて個性あふれる４つのジャンルのコンサートを約１か月間
の期間を通して開催します。また、米子市音楽祭初の試みとなるアカペラワークショップとアカペラコンサートも企画して
います。盛りだくさんの音楽祭。ぜひ各会場でお楽しみください。

コンサート名 日 時 会 場 チケット
オープニングコンサート

「吹奏楽の祭典」
５月31日（日）
午後２時～ 米子市公会堂大ホール 一般1,000円　高校生以下500円　

４ジャンル５日間のコンサートにも入場可
サロンコンサート

「アカペラワークショップ＆コ
ンサート“wa on !!”」

６月20日（土）
午後６時30分～

米子市文化ホール
イベントホール

一般 2,000円（コンサートのみ1,500円）
高校生以下1,000円（コンサートのみ500円）
４ジャンル５日間のコンサートにも入場可

※アカペラワークショップ参加者募集中
【申込方法】米子市文化ホール窓口または米子市文化ホールのホームページにある申込書をご記入のうえ、６月10日（水）
までにご持参いただくかＦＡＸまたはメールにて提出してください。
今年の音楽祭には、公募による地元音楽愛好家 60団体が出演し、それぞれの想いをこめて演奏します。個性あふれる４
つのコンサートが皆さんをお待ちしています。
ＪＡＺＺ ６月13日（土）午後５時～ 米子市文化ホール メインホール

４コンサート共通チケット　
一般500円　高校生以下無料
左記４つのコンサートに入場
できます。

合唱 ６月14日（日）午後２時～ 米子市公会堂　大ホール
アコースティック ６月21日（日）午後２時～ 米子市公会堂　大ホール

フリージャンル ６月27日（土）午後６時～
６月28日（日）午後２時～ 米子市淀江文化センター さなめホール

※プレイガイド　米子市文化ホール、米子市公会堂、米子市淀江文化センター、米子市児童文化センター、米子髙島屋、
アルテプラザ（米子天満屋４階）、らぱん、米子労音、本の学校今井ブックセンター、ローソンチケットほか
■問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１、ＦＡＸ３５－４１７５、Ｅメール：yonagobh@chukai.ne.jp）

平成27年度　鷲見三郎顕彰事業

「米子ユースオーケストラ＆ストリングジュニア」メンバー募集
平成27年度　鷲見三郎顕彰事業

「米子ユースオーケストラ＆ストリングジュニア」メンバー募集
　米子市出身でわが国の音楽教育に多大なる貢献をされた鷲見三郎（すみさぶろう /1902 ～ 1984）の功績を顕彰する事
業として、毎年継続して開催している「米子ユースオーケストラ演奏会」の参加メンバーを広く募集します。学校や音楽
教室の枠を越え合同で練習し、一緒に演奏会の舞台に立ってみませんか。
■対 象　米子ユースオーケストラ／小学生から大学生まで
　　　　　ストリングジュニア（ヴァイオリンのみ）／幼児から中学生くらいまで
■オリエンテーション　６月中旬予定　　■演奏会　平成28年３月27日（日）
■会 場　米子市文化ホール　メインホール　　■参加費　無料
■申込方法　申込書を鷲見三郎顕彰事業実行委員会事務局（文化ホール内）まで提出してください。　■申込締切　５月31日（日）
※くわしくは鷲見三郎顕彰事業実行委員会事務局（☎３５－４１７１）までお問い合わせください。



新米子市誕生10周年記念　「まちなか音楽祭」

アカペラライブ　まちハモ
～声で奏でるアカペラハーモニーライブ～

　市内の４か所で音楽イベントを行ない、音楽を通して新た
なまちの魅力とにぎわいを生み出すことを目的に開催する

「まちなか音楽祭」の第１弾です。参加無料です。
■と き　５月23日（土）午後１時～
■ところ　元町通り商店街パティオ広場
※雨の場合は会場を変更することがあります。
■出演者　アカスキ、be mellow、neutrino 他
■問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

平成27年度　米子市文化ホール童謡講座　

「童謡をみんなでうたう会」参加者募集中♪
平成27年度　米子市文化ホール童謡講座　

「童謡をみんなでうたう会」参加者募集中♪
　米子市文化ホールでは世代を超えて童謡に親しめる「童謡を
みんなでうたう会」を開催しています。ピアノに合わせて会場
のみなさんと一緒に大きな声で元気に歌って楽しむ講座です。
参加ご希望の方はお気軽に文化ホール窓口までお越しください。
○月曜コース（参加費：1,000円／年度）
日本・世界の懐かしい童謡・唱歌・叙情歌を楽しく自由に歌い
ます。
月１回　午前10時30分～11時45分 
■講 師　寺

て ら お か

岡利
と し お

雄さん、坂
さ か も と

本里
さ と み

美さん
■会 場　米子市文化ホール　メインホール
○木曜コース（参加費：1,000円／年度）
懐かしい童謡から新しいこどもの歌まで幅広く歌います。
月１回　午前10時30分～11時30分 
■講 師　古

ふ る せ

瀬美
み ほ こ

保子さん、半
は ん だ

田恭
き ょ う こ

子さん　
■会 場　米子市文化ホール　イベントホール
○チャイルドコース（参加費：無料）
ちいさなお子さんのためのコースです。お友達と楽しく元気に
歌います。
月１回　木曜日　午前11時30分～正午 
■講 師　半

は ん だ

田恭
き ょ う こ

子さん、星
ほ し の

野まり子
こ

さん
■対 象　１歳～就学前
■会 場　米子市文化ホール　イベントホール
☆講座当日の申込みも可能です。年間予定表配布中。
■問合せ　米子市文化ホール（☎３５－４１７１）

平成27年度 第１回しゃべって未来や

「親が居心地よく暮らせる家」
～親の心をつかむ　片付け術～

　親が老いたとき、生活動線がいっぱいの物で占領さ
れ、大きかった部屋が小さくなっているという事態に
遭遇したことがありませんか。
　居心地がいい空間、人が来たくなる家、安全・安心
な暮らしをさせてあげるために、親の気持ちをいかに
動かし、どう片付けていくかを、実例を交えながらお
話しします。収納場所を忘れない100円グッズを使っ
た見える美収納も紹介します。
◆講 師　整理収納アドバイザ－　多々納利江さん

プロフィール：
2007年家事代行と整理収納の「ひまわりサービス」
に入社。家事サービスの経験を積み、その経験を活か
した住む人の目と心を大切にした整理収納を行なう。
実践派の整理収納のプロとして活躍中。
整理収納アドバイザ－１級 / 鳥取県初整理収納アドバ
イザ－２級認定講師 / 整理収納コンサルタント

■と き　５月30日（土）午前10時～正午
■ところ　米子市男女共同参画センター　かぷりあ

（イオン米子駅前店４階）
■託 児　なし
■参加者　40人程度（要申込、参加費無料）
■問合せ　男女共同参画推進課

（☎２３－５４１９、ＦＡＸ３７－３１８４、
Ｅメール :danjyo@city.yonago.lg.jp）

岡本知高　Concerto　del　Sopranista　2014‐2015　米子公演
■と き　８月23日（日）午後３時開演　　■ところ　米子市公会堂
■主 催　（公財）鳥取県文化振興財団、（一財）米子市文化財団、（株）山陰放送
　男性でありながら女性ソプラノの音域をもつ男性ソプラノ歌手【ソプラニスタ】。男性としての力強
い筋力と豊かな肺活量を生まれながらのソプラノヴォイスを通して発揮できるという、世界的にも大
変希有な「天性の男性ソプラノ歌手」岡本知高が、楽しいトークや「山陰少年少女合唱団リトルフェニッ
クス」との共演を交えながら、クラシックから日本の名曲までを披露。聴くものすべてを美しく揺さ
ぶる「奇跡の歌声」をぜひお楽しみください。
＜チケット発売のお知らせ＞　５月９日（土）午前10時～　

（全席指定）Ｓ席　4,500円、Ａ席　3,500円、ユースシート（Ａ席のみ・高校生以下）800円　
■チケット取扱い　アルテプラザ（鳥取県文化振興財団西部事務所／米子天満屋４階）、米子市公会堂、米子市文化ホール、
とりぎん文化会館、倉吉未来中心、島根県民会館、ローソンチケット
　ユースシートでの入場の際は、学生証等の提示が必要な場合があります。障がい者手帳をお持ちの方と介助者１人まで、
500円引き（学生席は除く。）します。未就学児のご入場はご遠慮ください。
■託 児　無料の託児サービスがあります。アルテプラザ（☎３８－５１２７）までご予約ください。（託児対象：満１歳～
小学２年生まで、申込締切：８月２日（日））
■問合せ　米子市公会堂（☎２２－３２３７）、アルテプラザ（☎３８－５１２７）

歌の風景－ミニコンサート－
　安野光雅の作品の題材となった歌のミニコンサートを地
元の合唱団の皆さんの協力により行ないます。

と き 出演団体
４月29日（水・祝）米子市文化ホール童謡講座受講生
５月10日（日） 山陰少年少女合唱団 リトルフェニックス
５月16日（土） 米子市少年少女合唱団
５月17日（日） 合唱団 Glanz
５月24日（日） 森と泉の里合唱団

※各日午後４時から20分程度
■ところ　米子市美術館１階ホール　※要当日有効入場券
■問合せ　米子市美術館（☎３４－２４２４）



平成27年度介護保険説明会を開催します
　介護保険制度が改正され、平成27年度から介護保険料が変更となります。
　この制度の内容を、より多くの皆さんにご理解いただくため、市内各地区公民館で説明会を開催します。
　ご都合のよい日に、会場にお出かけください。
【平成27年度　介護保険説明会日程】

月 日 時 間 場 所 月 日 時 間 場 所 月 日 時 間 場 所
５月18日（月）午後２時から 明道公民館 ５月29日（金）午後２時から 福米東公民館 ６月11日（木）午後２時から 五千石公民館
５月19日（火）午後２時から 住吉公民館 ６月１日（月）午後２時から 崎津公民館 ６月12日（金）午後２時から 春日公民館
５月20日（水）午後２時から 啓成公民館 ６月２日（火）午後２時から 福米西公民館 ６月15日（月）午後２時から 尚徳公民館
５月21日（木）午後２時から 就将公民館 ６月３日（水）午後２時から 和田公民館 ６月16日（火）午後２時から 成実公民館
５月22日（金）午後２時から 義方公民館 ６月４日（木）午後２時から 福生西公民館 ６月17日（水）午後２時から 巌 公 民 館
５月25日（月）午後２時から 河崎公民館 ６月５日（金）午後２時から 夜見公民館 ６月18日（木）午後２時から 永江公民館
５月26日（火）午後２時から 福生東公民館 ６月８日（月）午後２時から 彦名公民館 ６月19日（金）午後２時から 大高公民館
５月27日（水）午後２時から 加茂公民館 ６月９日（火）午後２時から 大篠津公民館 ６月29日（月）午後２時から 淀江公民館
５月28日（木）午後２時から 車尾公民館 ６月10日（水）午後２時から 富益公民館 ６月30日（火）午後２時から 県 公 民 館
■問合せ　長寿社会課（☎２３－５１３１）

既存住宅の改修による固定資産税減額制度のお知らせ
　既存住宅の改修に伴う固定資産税の減額措置については、次の３つの制度があります。
①耐震改修に伴う固定資産税の減額措置　昭和57年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした耐震改修が行
なわれた場合、改修を行なった家屋の翌年度分の税額を２分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
②熱損失防止改修に伴う固定資産税の減額措置　平成20年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たした熱損失
防止改修が行なわれた場合、改修を行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１減額（床面積120㎡分までを限度）します。
③バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額措置　平成19年１月１日以前から所在する住宅に一定の要件を満たしたバリア
フリー改修が行なわれた場合、改修を行なった家屋の翌年度分の税額を３分の１減額（床面積100㎡分までを限度）します。
制度をご利用になる場合は、改修工事完了後３か月以内に手続きする必要があります。くわしくは、固定資産税課家屋償却
資産係（☎２３－５１１６）におたずねください。

市有地を売り払います
　一般公募により申込みの先着順にて市有地を売り払います。
■売払物件
＜土地・元米子高専職員宿舎敷地＞　用途地域：第１種住居地域
区画 所在・地番 地目 地積（㎡） 売払価格
Ｂ 皆生温泉一丁目1850番24 宅地 266.73 8,215,284 円
■申込方法　総務管財課所定の普通財産買受申請書等にて総務管
財課（本庁舎３階）にお申し込みください。
■注意事項　米子市市税等の滞納がある方には、原則売り払うこ
とができません。また、「米子市暴力団排除条例」の規定に該当す
る方には、売り払うことができません。
■問合せ　総務管財課財産管理係（☎２３－５３２１）

市有地を売り払います
　一般競争入札により市有地を売り払います。
■売払物件
＜土地・元安倍車庫用地＞　用途地域：第１種住居地域
区画 所在・地番 地目 地積（㎡）最低売却希望価格
③ 安倍371番９ 宅地 279.52 7,686,800円
⑧ 安倍371番14 宅地 275.93 7,588,075円

▼現地説明会の日時・場所
　５月15日（金）午後１時30分・売払物件所在地

▼一般競争入札の日時・場所
　５月29日（金）午後１時30分・市役所本庁舎２階202会議室
■注意事項　米子市市税等の滞納がある方には、原則売り払うことができません。／「米子市暴力団排除条例」の規定に
該当する方には、売り払うことができません。／現地説明会、入札に参加される方は、次の申込期限までに入札契約課に
お申し込みください。
■申込期限　現地説明会は５月14日（木）、入札は５月22日（金）で、いずれも午後５時までです。（現地説明会は電話申込み可）
／入札保証金等くわしくは、入札説明書または米子市ホームページでご確認ください。
■問合せ　入札契約課（☎２３－５３６５）

価格改定 入札

先着順



米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します米子市まちづくり活動支援交付金事業を募集します
　市内で活動する団体が、地域の課題解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を応援します。
■応募資格　市内を拠点として活動する団体で、５人以上で構成（過半数が市内に在住、通勤、通学）し、会則または規約
などがある団体。
■募集する事業　自主的、継続的に取り組むまちづくりのための非営利活動で、次のいずれかに該当するもの。
①地域課題の解決など、住みよいまちづくりのために行なう事業（環境美化活動、社会福祉活動、防犯活動、交通安全活
動など。）
②地域の特色を生かしたまちづくりのために行なう事業（産業や文化、芸術、スポーツ振興などでの地域の特色を生かし
た地域活性化のための活動）
③これまでのまちづくり活動を進展させる事業
《対象とならない事業》　国、県、市および公益法人から他の制度による補助、助成または委託を受けている事業。
《交付金対象経費について》　チラシ、ポスターの作成費、材料、消耗品の購入費など。※団体の運営費や飲食費などは対
象外です。
■交付金　１団体１事業とします。交付金の種類は３つあります。
◆ちょっこし活動コース　交付金対象経費の相当額（上限８万円）　団体の活動実績は問いません。
◆がいな活動コース　交付金対象経費の３分の２以内（上限30万円）　１年以上の活動実績のある団体が申込み可能です。
◆継続活動コース　交付金対象経費の２分の１以内（上限10万円）　過去に交付を受けたことがある団体が行なう同一事
業で、交付を受けた翌年から３年以上継続して行なっている活動をさらに充実、発展させるもの。
■申込方法　事前にご相談のうえ、交付申請書に必要な書類を添付して、市民自治推進課（市役所本庁舎４階）に提出して
ください。申込書類は市民自治推進課、淀江支所、各公民館にあります。また「米子市ホームページ」からダウンロード
もできます。
■申込期間　５月１日（金）～29日（金）
■選考方法　審査会において、応募団体から事業内容の発表を行なっていただきます。活動の主体性、公益性、継続性な
どを審査し、その結果を踏まえ米子市が決定します。審査会は６月下旬頃の予定です。
■問合せ　市民自治推進課（☎２３－５３７１）

特別永住者証明書の切替えはお早めに
　「外国人登録証明書」から「特別永住者証明書」への切替えをされていない特
別永住者の方は、特別永住者証明書とみなされる期間の満了日までに切替え申請
をしてください。2015年（平成27年）７月８日が有効期間の満了日となる方は、
期日直前は混雑が予想されますので、できるだけお早めの申請をお願いします。
【外国人登録証明書が特別永住者証明書とみなされる期間】

次回確認（切替）申請期間 有効期間の満了日
2015年（平成27年）７月８日までの方 2015年（平成27年）７月８日
2015年（平成27年）７月９日以降の方 次回確認（切替）期間の始期である誕生日
16歳未満の方 16歳の誕生日
■申請に必要なもの
・外国人登録証明書
・顔写真１枚（縦４㎝×横３㎝、正面、無帽、無背景で３か月以内に撮影されたもの）
・パスポート（有効期限内のものをお持ちの方のみ）
■受付窓口　市役所本庁舎１階　市民課④番窓口
■受付時間　平日の午前８時30分から午後５時まで
　新しい特別永住者証明書は、申請されてから約２週間後に市役所窓口でお受け
取りいただけます。
■問合せ　市民課届出係（☎２３－５１４４）

　５月11日（月）～20日（水）春の全国交通安全運動
悲惨な交通事故を減らすためには…ドライバーや自転車利用者、歩行者が、交通ルールを守り、交通マナーアップを意識しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　シートベルト・チャイルドシートの着用など、自分の身は自分で守ることを常に意識しましょう。

ゆ
ず
り
合
う

　
ゆ
と
り
と
笑
顔

　
　
防
ぐ
事
故

★子どもと高齢者の交通事故防止
★自転車の安全利用の推進（特に、自
転車安全利用五則の周知徹底）
★チャイルドシートの使用と全ての座
席のシートベルトの着用の徹底
★飲酒運転の根絶

運動の重点 運動期間中は、交通安全の関係者が市内各所で運動を展開します。
皆さん、今一度、交通安全について考えてみましょう！！

５月20日（水）は、「交通事故死ゼロをめざす日」です。
５月15日（金）は、｢交通安全にみんなで参加する日（毎月１日・15日）」
および「思いやり運転推進日」です。　
■問合せ　防災安全課（☎２３－５３３８）

よなご暮らし
サポートセンター開設
　平成27年４月から、生活に困窮し
ておられる方に対し、生活を立て直
すための相談窓口を開設します。
■支援対象者　病気、仕事が無い、
借金問題等、様々な原因で生活に
困っておられる方
■支援内容　ハローワーク、法テラ
ス等、関係機関と連携し、ご本人と
一緒に自立計画を考えていくなど、
寄り添い型の支援を実施します。
■相談窓口　米子市社会福祉協議会
「よなご暮らしサポートセンター」
■問合せ
米子市社会福祉協議会（☎２３－
５４９０）
米子市福祉課（☎２３－５１５１）
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よ
う
な
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

「
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
ダ
ー
ス
・
ホ
ー
ム
は
、

戦
後
、
混
血
孤
児
を
救
済
す
る
た
め
に
澤

田
美
喜
さ
ん
が
設
立
し
た
施
設
で
、
32
年

間
で
２
０
０
０
人
を
超
え
る
孤
児
を
育
て

あ
げ
ま
し
た
。

　

福
祉
・
社
会
教
育
に
長
く
携
わ
っ
て
き

た
経
験
か
ら
、
お
互
い
知
ら
な
い
こ
と
が

偏
見
や
差
別
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
、
子
ど

も
は
か
わ
い
が
ら
れ
て
育
て
ら
れ
る
権
利

が
あ
り
、
親
は
子
ど
も
を
か
わ
い
く
思
っ

て
育
て
る
義
務
が
あ
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

福
祉
は
国
力
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、

社
会
を
支
え
る
人
を
育
て
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
鳥
取
県
は
里
親
率
が
全
国
10

位
で
す
が
、
子
ど
も
の
人
権
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
行
政
・
家
庭
・
学
校
・
地
域
・

福
祉
な
ど
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。」

　

研
究
集
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
多
く

の
人
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
意
識
を
高

め
る
こ
と
は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し

あ
う
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
集
会

で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
５
）

す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
実
現
を
め
ざ
し
て　

　
　
何
も
罪
の
な
い
家
族
を
突
然
に
奪
わ
れ
、
情
報
が
少
な
い
中
で
今
か
今
か
と
帰
り
を
何
十
年
も
待
っ
て
お
ら
れ
る
ご
家
族
の
こ
と
を
思
う
と
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。<

県
民
メ
ッ
セ
ー
ジ
抜
粋>

◎問合せ　米子市美術館　（☎３４－２４２４）

新米子市誕生10周年記念
平成27年度米子市美術館特別共催展

「安野光雅の世界展 日本の原風景から平家物語まで」
　大正15年生まれ、島根県津和野町出身の画家・安野光雅は、現在で
も愛用の画材と折りたたみ椅子を携帯し、精力的に国内外の風景をス
ケッチし数多くの作品を制作しています。安野の風景画は郷愁に満ち、
観る者の心を穏やかにさせる作品ですが、安野が心を動かされる風景
に出会うまでは、まるで恋人をさがすように場所探しをするといいま
す。季節や時間、天候などにより刻々と変化する景色の中で、心を動
かされる風景をさがすのは容易ではありません。その中で安野が心に
留まった場所を見つけ、その風景に出会うと、一気に紙に鉛筆を走ら
せ、さらに淡い色調で彩り描き、みるみる目の前の風景が画用紙の中
に収まっていきます。風景のスケッチは安野にとって充実した楽しい
時間であることがうかがえます。
　安野の風景画にならい、まずは「水彩画体験教室」にあなたも参加
しませんか。必要な画材は準備しますので、初心者の方も安心してご
参加ください。
　そのほか関連事業として「絵本のおはなし会」「歌の風景ミニコン
サート」「ギャラリートーク」など多彩なイベントを開催します。
　画家・安野光雅の魅力を存分にお楽しみください。
※会期など、くわしくは19ページ「５月の催し」をご確認ください。



　
「
だ
ん
だ
ん
バ
ス
」
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
は
小
児
運
賃

無
料
!!

　

５
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４

日
間
、
米
子
市
循
環
バ
ス
「
だ
ん

だ
ん
バ
ス
」
の
小
学
生
以
下
の
運

賃
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、「
だ
ん
だ
ん
バ
ス
」
に
乗
っ

て
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
出
か

け
し
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

地
域
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
７
４
）

　

行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

臨
時
閉
所
の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
土
曜
日
、
日

曜
日
の
み
住
民
票
な
ど
の
発
行
を

行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
発
行
シ
ス

テ
ム
関
連
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た

め
、
５
月
30
日
㈯
、
31
日
㈰
は
行

政
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
臨

時
閉
所
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課
証
明
係
（
☎
23

―
５
１
４
６
）

　

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
が
発
生
す

る
時
期
に
な
り
ま
す

　

昨
年
、
弓
浜
地
区
在
住
の
方
な

ど
に
対
し
、
被
害
状
況
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
６
月
、
７
月
に
被

害
が
多
く
、
曇
り
の
日
の
夕
方
に

か
ま
れ
て
、
か
ゆ
み
が
１
～
２
週

間
以
上
続
く
と
回
答
し
た
方
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

発
生
し
て
い
る
時
期
は
、
か
ま

れ
な
い
よ
う
肌
の
露
出
部
分
を
少

な
く
し
、
虫
除
け
の
薬
を
塗
る
な

ど
し
て
被
害
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
は
、

米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
政
策
課
（
☎
23
―

５
２
５
７
）

　

住
居
確
保
給
付
金
事
業

　

生
計
維
持
者
だ
っ
た
方
の
離
職

に
よ
り
、
住
宅
を
喪
失
ま
た
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
住

宅
手
当
を
支
給
し
て
、
住
宅
と
就

労
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

支
給
対
象
者　

申
請
時
に
離
職
後

２
年
以
内
お
よ
び
65
歳
未
満
の
方

支
援
等
の
業
務

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

・
保
育
士
登
録
を
受
け
て
い
る

・
社
会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る

・
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有

す
る

・
２
年
以
上
児
童
福
祉
事
業
に
従

事
し
た
経
験
を
有
す
る

試
験
日
・
科
目　

５
月
16
日
㈯
・

作
文
、
面
接

採
用
予
定
日　

平
成
27
年
６
月
１
日

受
付
期
間　

４
月
24
日
㈮
～
５
月

８
日
㈮

※
く
わ
し
く
は
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
23
―
５
１
３

８
）

　

な
か
よ
し
学
級
指
導
員
を
募
集

し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数　

な
か
よ
し
学

級
指
導
員
（
非
常
勤
職
員
）・
２

人
程
度

職
務
内
容　

小
学
校
の
児
童
の
心

身
の
健
全
な
発
達
を
促
す
た
め
、

放
課
後
等
に
遊
び
・
運
動
等
を
指

導
し
ま
す
。

試
験
日
・
科
目　

５
月
30
日
㈯
・

作
文
、
面
接

で
就
労
能
力
と
常
用
就
職
の
意
欲

が
あ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
込
み
を
さ
れ
る
方
な
ど

支
給
額　

賃
貸
住
宅
の
家
賃
額

上
限
・
単
身
世
帯　

３
万
４
千
円

複
数
世
帯　

４
万
４
千
円　

支
給
期
間　

原
則
３
か
月
（
最
大

９
か
月
）

問
合
せ　

福
祉
課
（
☎
23
―
５
１

５
１
）

　

ど
ら
ド
ラ
パ
ー
ク
米
子
市
民
体

育
館
使
用
停
止
の
お
知
ら
せ

　

耐
震
診
断
調
査
を
実
施
す
る
た

め
、
次
の
期
間
、
ど
ら
ド
ラ
パ
ー

ク
米
子
市
民
体
育
館
の
使
用
を
停

止
し
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

使
用
停
止
期
間　

５
月
18
日
㈪
～

７
月
17
日
㈮

問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23
―
５
４

２
６
）

　

母
子
生
活
支
援
施
設
の
母
子
支

援
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
職
種
・
人
数　

母
子
支
援
員

（
非
常
勤
職
員
）・
１
人

職
務
内
容　

米
子
市
母
子
生
活
支

援
施
設
に
お
け
る
入
所
者
の
生
活

さ
っ
き
の
防
災
無
線
の
内
容
は
？　

緊
急
放
送
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス　

☎
０
１
２
０
―
３
１
０
―
４
７
５
（
サ
イ
ガ
イ
ゼ
ロ
ヨ
ナ
ゴ
）

く
ら
し
の情

報

試
験
会
場　

市
役
所
本
庁
舎
会
議
室

採
用
予
定
日　

平
成
27
年
７
月
１
日

受
付
期
間　

５
月
11
日
㈪
～
21
日

㈭　

※
く
わ
し
く
は
受
験
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
の
請
求
・
問
合
せ　

こ
ど
も
未
来
課
（
☎
23
―
５
１
３

５
）

　

第
47
回
米
子
市
民
レ
ガ
ッ
タ
大

会
の
出
漕
ク
ル
ー
を
募
集
し
ま
す

と
き　

７
月
12
日
㈰　

午
前
７
時

30
分
～

と
こ
ろ　

錦
海
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

（
３
０
０
ｍ
）

出
漕
料　

１
ク
ル
ー
当
た
り

１
５
０
０
０
円

申
込
締
切　

６
月
１
日
㈪
（
体
育

課
必
着
）

申
込
・
問
合
せ　

体
育
課
（
☎
23

―
５
４
２
６
）

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
「
援
助
会
員
養
成
講
習

会
」
の
お
知
ら
せ

　

米
子
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
自
宅
で
子

ど
も
を
預
る
こ
と
の
で
き
る
援
助

会
員
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
特
に
年

齢
・
性
別
・
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

あ
な
た
も
「
地
域
で
見
守
る
子
育



て
応
援
隊
」
と
し
て
活
動
し
ま
せ

ん
か
。
く
わ
し
く
は
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
※

有
償
（
基
本
料
金
１
時
間
６
０
０

円
）
で
は
あ
り
ま
す
が
、
就
労
と

な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
万
一
の
事
故
に
備
え
、
セ
ン

タ
ー
が
一
括
で
会
員
補
償
保
険
に

加
入
し
て
お
り
、
会
員
の
負
担
金

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
援
助
会
員
養
成
講
習
会

　

子
ど
も
の
発
育
や
病
気
、
子
ど

も
の
遊
び
（
身
近
な
材
料
で
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。）、
子
ど
も
の

心
の
発
達
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
す
。

と
き　

５
月
18
日
㈪
・
19
日
㈫

※
２
日
と
も
受
講
が
必
要
で
す
。

両
日
と
も　

午
前
９
時
10
分
～
午

後
３
時
30
分
ま
で
の
予
定

と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の
里
）
４

階内
容　
「
心
と
体
の
発
達
と
そ
の

問
題
」「
救
急
講
習
」「
子
ど
も
の

遊
び
」
な
ど
の
講
義
を
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
し
ま
す
。

※
託
児
あ
り

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈬

参
加
申
込
・
問
合
せ　

米
子
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
―
０
０
１
６
）

　

米
子
市
観
光
協
会
職
員
を
募
集

し
ま
す

　

米
子
市
観
光
協
会
で
は
、
次
の

と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数　

非
常
勤
職
員
・

１
人

職
務
内
容　

米
子
市
観
光
案
内
所

（
米
子
駅
構
内
）
に
勤
務
し
、
来

訪
者
に
対
す
る
観
光
案
内
業
務
、

ガ
イ
ド
手
配
・
情
報
収
集
発
信
業

務
他
に
従
事
し
ま
す
。

一
次
試
験　

５
月
13
日
㈬
ま
で
に

作
文
提
出

二
次
試
験　

一
次
試
験
合
格
者
に

対
し
面
接
を
行
な
い
ま
す
。

採
用
予
定
日　

５
月
22
日

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
に

記
入
の
う
え
、
作
文
「
案
内
業

務
に
大
切
な
事
」（
８
０
０
字
程

度
）
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
申
込
書
は
米
子
市
観
光
協

会
ま
た
は
米
子
市
観
光
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

申
込
締
切
日　

５
月
13
日
㈬
（
当

日
必
着
）

申
込
・
問
合
せ　

米
子
市
観
光
協

会
（
中
町
20
番
地　

市
役
所
旧
庁

舎
）（
☎
37
―
２
３
１
１
）

　
（
公
財
）
と
っ
と
り
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
正
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数　

総
合
職
・
１

人職
務
内
容　

鳥
取
県
立
米
子
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
業
務
（
予
約
管
理
事
務
、
企
画

営
業
等
）

応
募
資
格　

昭
和
51
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
方
で
、
４
年
制
大

学
を
卒
業
し
た
方

試
験
日

一
次
試
験　

６
月
28
日
㈰

二
次
試
験　

７
月
19
日
㈰

採
用
予
定
日　

平
成
27
年
10
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

５
月
21
日
㈭
～

６
月
10
日
㈬

受
験
案
内　

５
月
15
日
㈮
か
ら
各

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー 

等
で
配
付
し

ま
す
。
ま
た
、
同
日
以
降
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（ http://w

w
w

.
bigship.or.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ　
（
公
財
）
と
っ
と
り
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
総
務

課
（
☎
35
―
８
１
１
１
）

　

戦
没
者
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

―
平
成
27
年
度
慰
霊
巡
拝
参
加
者

募
集
―

　

厚
生
労
働
省
で
は
旧
主
要
戦
域

や
抑
留
地
、
遺
骨
収
容
の
で
き
な

い
海
上
に
お
い
て
、
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
た
め
慰
霊
巡
拝
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者　

戦
没
者
の
配
偶
者
、
父

母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
、
子
と
兄
弟

姉
妹
の
配
偶
者
、
孫
、
甥
、
姪

巡
拝
地
域　

旧
ソ
連
国
、
中
国
東

北
地
方
、
南
方
諸
国
（
※
地
域
情

勢
に
よ
り
変
更
有
）

問
合
せ　

障
が
い
者
支
援
課
（
☎

23
―
５
５
４
９
）

　

受
講
生
募
集

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
を
行
な
う
要
約

筆
記
者
を
養
成
す
る
た
め
、
次
の

日
程
で
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

と
き　

５
月
29
日
～
10
月
23
日

（
お
お
む
ね
金
曜
日
、
全
20
回
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ
あ
い
の
里
）

内
容　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
等

に
関
す
る
講
義
。

※
受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上

の
聴
覚
障
が
い
者
等
の
福
祉
に
理

解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。
講
習
会

終
了
後
に
鳥
取
県
登
録
要
約
筆
記

者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
。

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方
で
、
あ

る
程
度
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
で

き
る
方
。

受
講
申
込
締
切　

５
月
15
日
㈮
必

着
（
郵
送
で
の
受
付
）

申
込
書
の
請
求
・
問
合
せ　

鳥
取

県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
32
―
７
３
３
８
）

　

原
子
力
防
災
講
演
会

と
き　

５
月
16
日
㈯　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
開
場
：
午
後

１
時
）

と
こ
ろ　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
３
階

夢
み
な
と
シ
ア
タ
ー
（
境
港
市
竹

内
団
地
２
５
５
―
３
）

テ
ー
マ　
「
放
射
線
の
基
礎
知
識
・

放
射
線
被
ば
く
と
人
体
へ
の
影
響

（
仮
）」

講
師　

長
崎
大
学
原
爆
後
障
害
医

療
研
究
所
教
授　

高た
か
む
ら村

昇の
ぼ
るさ

ん

申
込
締
切
日　

５
月
13
日
㈬

参
加
料　

無
料

定
員　

２
０
０
人

主
催　

米
子
市
・
鳥
取
県
・
境
港

市申
込
・
問
合
せ　

鳥
取
県
西
部
総

合
事
務
所
地
域
振
興
局
（
☎
31
―

９
６
３
４
）

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
日
本
　
未
来
を
握
る
　
の
は
女
性
　
　
　
一
般
応
募
作
品



　

一
般
公
開
健
康
講
座（
第
49
回
）

と
き　

５
月
21
日
㈭　

午
後
２
時

～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
文
化
ホ
ー
ル　

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
な
ぜ
高
血
圧
を
治
療

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
」

講
師　

下
山
医
院　

院
長　

下し
も
や
ま山

晶ま
さ
き樹
さ
ん

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　
（
公
社
）
鳥
取
県
西
部

医
師
会
（
☎
34
―
６
２
５
１
）

　

ふ
れ
あ
い
の
里　

健
康
講
座

と
き　

５
月
26
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
～

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里　

４
階

　

中
会
議
室

テ
ー
マ　
「
認
知
症
に
つ
い
て
の

豆
知
識
」

講
師　

博
愛
病
院　

看
護
師
長　

土ど

い井
恵け

い
こ子
さ
ん
（
認
知
症
ケ
ア
専

門
士
）

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要

問
合
せ　

ふ
れ
あ
い
の
里
（
☎
23

―
５
４
９
１
）

　

公
立
鳥
取
環
境
大
学
サ
イ
エ
ン

ス
カ
フ
ェ
米
子
２
０
１
５

と
き　

５
月
30
日
㈯　

午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　

公
立
鳥
取
環
境
大
学
西

部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

テ
ー
マ
　『
周
期
表
の
ひ
み
つ
』

講
師　

岡
山
理
科
大
学
理
学
部　

准
教
授　

坂さ
か
ね根
弦げ

ん
た太
さ
ん

対
象　

中
学
生
・
高
校
生
・
一
般

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
合
せ　

公
立
鳥
取
環
境

大
学
西
部
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
（
☎
23
―
１
３
１
１
）

　

ふ
ら
っ
と
、
運
動
体
験

　

日
常
の
運
動
習
慣
の
き
っ
か
け

作
り
と
し
て
、
次
の
日
程
で
運
動

機
器
を
開
放
し
ま
す
。

対
象
年
齢　

市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
方
。（
た
だ
し
、
介
護
認
定

の
あ
る
方
は
除
く
。）

利
用
料　

１
５
０
円

※
予
約
不
要

※
来
場
者
数
が
多
数
に
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
運
動
機

器
の
使
用
は
譲
り
合
い
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

開
放
日
時

ふ
れ
あ
い
の
里
（
２
階　

作
業
療

法
室
）

▼
５
月
22
日
㈮　

午
後
２
時
～
４

時▼
５
月
27
日
㈬　

午
前
９
時
30
分

～
11
時
30
分

淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
10
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

問
合
せ　

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―

５
１
５
５
）

　

１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
憲
法
週
間

　

憲
法
週
間
に
ち
な
み
、
裁
判
所
、

法
務
省
お
よ
び
弁
護
士
会
の
共
催
に

よ
り
、
次
の
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

●
裁
判
員
裁
判
を
学
ぼ
う
！
～
模

擬
裁
判
・
制
度
説
明
会
～

と
き　

５
月
14
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～
４
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部　
　

定
員　

24
人
（
申
込
受
付
順
）

申
込
先　

鳥
取
地
方
裁
判
所

米
子
支
部
庶
務
課
（
☎
22
―

２
２
０
５
）

●
鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談

と
き　

５
月
15
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

定
員　

30
人
程
度（
当
日
受
付
順
）

問
合
せ　

鳥
取
県
弁
護
士
会
（
☎

０
８
５
７
―
22
―
３
９
１
２
）

※
た
だ
し
、
開
催
日
当
日
の
問

合
せ
先
は
、
鳥
取
地
方
・
家
庭

裁
判
所
米
子
支
部
（
☎
22
―

２
２
０
５
）
に
な
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
平
等
な
紳
士
淑
女
の
町
で
あ
れ
　
　
　
一
般
応
募
作
品

高
血
圧
は
非
常
に
身
近
な
生
活
習
慣
病

で
す
が
、
な
ぜ
治
療
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

よ
く
分
か
ら
な
い
方
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
高
血
圧
を
治
療
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
に
つ
い
て
、
ケ
ア
、
予
防
、
日

常
生
活
の
中
で
気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。

家電リサイクル料金改定のお知らせ
　平成27年４月１日から、家電リサイクル料金が次のとおり変更さ
れました。
家電リサイクル料金の改定内容

品 目 新料金（税込） 旧料金（税込）
エアコン 1,404円 1,620円
洗濯機・衣類乾燥機 2,484円 2,592円

冷蔵庫 170リットル以下 3,672円 3,888円
171リットル以上 4,644円 4,968円

テレビ 15型以下 1,836円（変更なし）
16型以上 2,916円（変更なし）

　リサイクル料金は、主な国内メーカー等のものです。料金が異
なるメーカー等もありますので、ご注意ください。処理方法につ
いては、平成27年度ごみ分別収集カレンダーの28ページ「家電
４品目」をご確認いただくか、米子市ホームページをご確認くだ
さい。
■問合せ　環境事業課（☎２３－５３００）

第１回原子力防災現地研修会（見学会）
■と き　５月31日（日）午前10時30分～午後３時15分
・島根県原子力防災センター（松江市内中原町）
・島根原子力発電所（松江市鹿島町片句）【バス車内から見学】
■集 合　 ▼西部総合事務所：午前９時（解散：午後４時50分）
　　　　　 ▼境港市役所：午前９時45分（解散：午後４時20分）
■応募締切　５月21日（木）必着　　■募集人数　40人
■申込・問合せ　〒６８３－００５４　米子市糀町１丁目１６０　
鳥取県西部総合事務所地域振興局（☎３１－９６３４、ＦＡＸ３１－
９６３９、Eメール：seibu-shinkou@pref.tottori.jp）
■注意事項　ハガキに参加される全ての方の住所・氏名（ふりが
な）、電話番号、生年月日を記入のうえ、ご応募ください。（ハガ
キ１枚で２人まで応募可。電話やＦＡＸ、メールでも申込みがで
きます。）※電話受付は、平日の午前９時～午後５時。参加費無料。
見学には本人確認書類が必要です。



ボランティア大募集！！
彼岸花植栽イベント in　上淀廃寺跡 男

女
共
同
参
画
推
進
作
品
　
　
偏
見
の
　
鎧
は
ず
し
て
　
思
い
や
り
　
　
　
一
般
応
募
作
品

精神保健福祉ボランティア講座に参加してみませんか？
　精神障がいに対する理解を深め、誤解や偏見のない社会にむけて、障がいのある方の理解者・支援者になりませんか。
ボランティアといっても、いろいろな方法があります。講座のなかでそれぞれ自分にできることを見つけてください。あ
なたの理解が、孤立しがちな精神障がいのある方の支えになります。

日 時 内 容

第１回 ６月２日（火）午後１時30分～４時
①講演『精神障がいについて』
鳥取県立精神保健福祉センター　講師　原田　豊さん
②「ボランティア活動について」

第２回 ６月16日（火）午後１時30分～４時 ①講演『病院から地域へつなぐために』
②講演『地域での生活について』

第３回 ６月24日（水）午後０時30分～４時 病院デイケアに参加と交流
第４回 ７月７日（火）午後１時30分～４時 ①当事者の話　②家族会の活動について　③先輩ボランティアの話
第５回 ７月16日（木）午後１時30分～４時 米子市デイケアに参加と交流
第６回 ７月23日（木）午前10時～午後１時30分 市内作業所見学
■ところ　米子市福祉保健総合センター　ふれあいの里２階　等
■対 象　ボランティア活動に関心があり、全講座に参加が可能な方
■参加費　無料　　■定 員　20人　　■申込締切　５月20日（水）
■申込・問合せ　障がい者支援課（☎２３－５５４５、ＦＡＸ２３－５３９３）
　　　　　　　　米子市ボランティアセンター（☎２３－５４５５、ＦＡＸ３７－３８５５）

平成27年度 第51回米子人生大学開講
　生涯学習講座「米子人生大学」を次のとおり開講します。
現在、受講生を募集中！。事前申込みの締め切りは５月15
日（金）です。くわしくは、市役所やお近くの公民館などに
ある案内チラシをご確認ください。
■期 間　６月１日（月）～11月16日（月）全11回
　　　　　午後２時～３時30分（開場：午後１時30分）
※６月1日（月）は、午後１時30分から開講式（開場：午後
１時15分）を行ないます。
■会 場　米子市文化ホール（メインホール）
■申込方法　市役所本庁舎１階ホール・生涯学習課・市内
各公民館に設置している、受講生募集チラシの「申込票」
に記入のうえ、生涯学習課または市内各公民館にお持ちい
ただくか、生涯学習課にＦＡＸで送信してください。また、
講座の開講日に会場でお申し込みいただくこともできます。
※電話での申込みはできません。
■受講料　年間1,000円（※受講料は、初めて受講される
日に会場受付でお支払いください。※受講回数にかかわら
ず、年間受講料は変わりません。）
※要約筆記等が必要な方は、参加される講座開催日の３週
間前までにお知らせください。
※公開講座のみを受講される場合は、受講料も申込みも不
要です。（今年度は２回の公開講座があります。）
■問合せ　生涯学習課（☎２３－５４４４）
◆６月の講座
日程 テーマおよび講師

６月１日
（月）

午後１時30分
～

開講式（開場：午後１時15分）
「生涯現役オペラ歌手を可能にした

　私のベルカント発声法への道のり」
～ささやかな夢でも熱い情熱と継続があれば道が
見えてくる～
　　　声楽家　田中公道さん

６月15日
（月）
午後２時～

「これからの人生を快適に過ごすための整理整頓」
すっきり収納の多々納代表　多々納利江さん

６月29日
（月）
午後２時～

「町は大きなホスピタル」
日南町国民健康保険　日南病院事業管理者　
　　高見　徹さん

米子市出身の戦災死者名簿を作成しています
　戦後70年を記念して設置する「米子市戦没者慰霊碑」に
納める、戦争の犠牲になった一般戦災死者の名簿を作成す
るため、遺族の皆さんなどからの申し出を受け付けていま
す。お心当たりのある方は、「米子市一般戦災死者名簿登載
申出書」に記入してお申し出ください。申出書は、障がい
者支援課（本庁舎１階）、淀江支所、市内各公民館にあります。
●名簿に載せる方
　第二次世界大戦で、空襲などが原因で亡くなった方（空
襲などが直接の原因による負傷が原因で亡くなった方を含
みます。）で、死亡当時、米子市民であった方
※軍人、軍属だった方は、米子市遺族会が保有する名簿の
写しを収納しますので、この名簿の対象となりません。
●名簿登載事項　
①氏名、②年齢（死亡時）、③住所（町名のみ）、④死亡年月日、
⑤死亡場所
●名簿への登載
　毎年９月末日までに受け付けた犠牲者のお名前を米子市
戦没者慰霊祭の開催に併せて名簿に追加登載します。
●名簿の保管　「米子市戦没者慰霊碑」の中に納め保管します。
■ところ　米子市福祉保健総合センターふれあいの里地内
■問合せ　障がい者支援課（☎２３－５５４９）

ボランティア大募集！！
彼岸花植栽イベント in　上淀廃寺跡
　彼岸花の里づくりプロジェクトでは、国史跡「上淀廃寺
跡」に彼岸花の球根を植える作業に協力していただくボラ
ンティアの皆さんを募集しています。
■と き　５月31日（日）午前10時～正午
（受付開始：午前９時30分）
■ところ　米子市淀江町福岡　国史跡「上淀廃寺跡」
※車の方は、白鳳の里の駐車場をご利用ください。
■定 員　80人程度（小学生以下は保護者同伴）　　
■主 催　彼岸花の里づくりプロジェクト実行委員会
■申込方法　住所、氏名、連絡先をお知らせください。
■申込・問合せ　上淀白鳳の丘展示館（☎・ＦＡＸ５６－
２２７１、Ｅメール：tenjikan@hakuhou.jp）
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■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。相談無料、予約不要。

▼ 11日（月）、６月１日（月）午後１時～４時／市役所第２
庁舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）※鳥取
地方法務局米子支局（☎２２－６１６１）では、毎日人権相
談に応じています。

■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員が
相談に応じます。予約不要。 ▼ 14日（木）、29日（金）、６
月11日（木）／市役所本庁舎４階402会議室。いずれも
午後１時～４時／問市民相談課（☎２３－５３７８）

■多重債務・法律相談会
多重債務やヤミ金融等について、弁護士や司法書士な
どが無料で相談に応じます。１件30分、要予約。 ▼ 14
日（木）午後１時30分～４時／米子コンベンションセン
ター／毎月開催／問鳥取県西部消費生活相談室（☎３４－
２６４８）・米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■米子市消費生活相談室
買い物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリ
ング・オフなど消費生活に関する相談に応じます。 ▼平
日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所本庁
舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、消費者
金融などについて、弁護士が相談に応じます。１件30分
5,000円。※ただし、多重債務（クレジット、消費者金融）
の相談は無料。要予約（受付：平日午前９時～午後５時）

▼毎週火曜日の午後３時～７時／米子天満屋４階／問鳥取
県弁護士会米子支部（☎２３－５７１０）

■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについて、
相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、無料。

▼毎週月・水・金曜日（祝日・休日および年末年始は除く。
ただし、月・水曜日が祝日・休日の場合はその翌日）の午
前10時～午後３時／ふれあいの里１階（☎２２－７８３０）
●法律相談　弁護士が相談に応じます。１人30分、費用
2,000円、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日（年末年始は除く。
月曜日が祝日・休日の場合はその翌日）午後１時～３時／
ふれあいの里１階／毎週月・水・金曜日の午前10時～午後
３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約／問米子市社会福
祉協議会（☎２３－５４９０）

■鳥取県行政書士会無料相談
相続・遺言・成年後見・交通事故・外国籍の方の在留（ビ
ザ）・帰化など、行政書士が無料で相談に応じます。予約
不要 ▼９日（土）・６月13日（土）の午前10時～午後２時
／イオン米子駅前店４階男女共同参画センター会議室／
問鳥取県行政書士会事務局（☎２４－２７４４）

米子市立図書館ビジネス支援（要事前申込）

●「起業・経営なんでも相談会」
とき・ところ　３日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

●「起業・事業融資相談会」
とき・ところ　３日（日）午後１時～５時・２階研修室
予約先　日本政策金融公庫米子支店（☎３４－５８２１）

●「ビジネス情報相談会」
とき・ところ　15日（金）午後１時～３時・２階研修室
予約先　鳥取県立図書館（☎０８５７－２６－８１５５）

●「よなご若者サポートステーション出張相談」
とき・ところ　19日（火）午後１時～５時・２階研修室
予約先　よなご若者サポートステーション（☎２１－８７６６）

●「特許無料相談」
とき・ところ　26日（火）午後１時～４時・２階研修室
予約先　米子市立図書館（☎２２－２６１２）

米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地
空家番号

構造 間取り 家賃月額 建築
年度棟 号

堀住宅 淀江町淀 江 103 簡易耐火
２ 階 建 3DK 17,100円～33,600円 S58

安 倍 彦 名
住 宅 彦名町

1R2 105 中層耐火
４ 階 建 3DK 18,200円～35,300円 H1（高齢者等優先）

白 浜
住 宅

淀江町
西 原 20T2 104 耐 火

２ 階 建 3LDK
27,100円
～53,200円 H20

■入居者の資格
　現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方などを含む。）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身
でのお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定め
る収入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らか
な方／米子市税などの滞納がない方／暴力団員でないこと
■高齢者等優先入居
　60歳以上の方、心身に障がいのある方については、優先
入居（応募者数が複数の場合は公開抽選）の制度があります。
それぞれ条件がありますので、くわしくは、お問い合わせく
ださい。
■申込受付期間　１日（金）～12日（火）※土・日・祝日を除く。
■申込受付時間　午前８時30分～午後５時15分
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）
　　　　　　　　淀江支所地域生活課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類
　住宅申込書のほか、申込理由により添付書類が必要となる
場合があります。添付書類については、建築住宅課にご確認
ください。住宅申込書は建築住宅課、淀江支所地域生活課に
あります。※米子市に住民登録されている方は、住民票の提
出は必要ありません。
■入居選考方法　14日（木）に公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　６月１日（月）
※次回の市営住宅入居者募集は６月１日からの予定です。
■問合せ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

「だんだんバス」・「どんぐりコロコロ」
乗継割引のお知らせ

　６月１日から、路線バス定期券を提示いただいた方を対象に、
米子市中心部を循環する「だんだんバス」および淀江町を巡回
する「どんぐりコロコロ」の運賃を割引します。
■料金　大人料金 100円（50円割引）
※小人料金、障がい者料金の方は対象になりません。
■対象定期券　鳥取県内路線バス定期券（日ノ丸自動車（株）・
日本交通（株）発行）※路線バスは割引になりません。
■問合せ　地域政策課（☎２３－５２７４）
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■と き　５月24日（日）（午前９時～
午後３時）（午前８時30分開門予定）
■ところ　航空自衛隊美保基地内
●航空機地上展示　Ｃ－１、YS－11、
Ｔ－400、AH －１、P－３C など（予定）
●航空機飛行展示　ブルーインパルス、
F－15、F －２、CH－47 など（予定）
●主要装備品展示　
●その他　SL日本海、スタンプラリー、
ゆるきゃら大集合など
◆注意事項◆　

▼駐車場には限りがありますので、公共
交通機関をご利用ください。基地と一部
の駐車場の間を、有料シャトルバスが運
行される予定です。

▼身体障がい者補助犬以外の動物を連れて
の来場は一切できません。

▼ グランドなどの休憩場所以外での、
シート類、椅子、脚立、三脚等は使用で
きません。

▼カバン、ケースなどに腰掛けての見学
は他のお客様の迷惑になりますので、ご
遠慮ください。

▼ゴミは各自で必ずお持ち帰りください。
※航空祭までの間、飛行展示の事前訓練
を行ないますので、ご理解とご協力をお
願いします。

■問合せ　航空自衛隊美保基地渉外室
広報班（☎４５－０２１１）、Ｅメール：
3taw-adm010@inet.asdf.mod.go.jp、
基地ホームページ：http://www.mod.
go.jp/asdf/miho/

～第57回水道週間　特別企画～
初夏の日野川源流を
訪ねてみませんか？

■と き　６月７日（日）午前９時～午後
５時（少雨決行）
■行き先
①日野川源流…日野川の始まる所です。
日野川源流の碑があります。
②米子市水道局水道かん養林…米子市水
道局が所有する、地下水を育てる林です。

（両方とも鳥取県日野郡日南町新屋にあ
ります。）
※天候により内容が変更となる場合があ
ります。
■集合場所　米子市水道局（車尾南２丁
目８－１）
バスで日南町まで移動して、源流までは
徒歩で往復約７km です。
■定員　20組40人（応募多数の場合抽
選とします。）
■参加費　無料
■参加条件　①２人１組（小中学生が参
加の場合は、必ず成人の保護者と２人１
組）
②昼食はご持参ください。
■応募要領　米子市水道局ホームページ
をご確認ください。
■問合せ　米子市水道局計画課企画調
査係（☎３２－６１１２、ＦＡＸ２３－
３５３０）、Ｅメール：suido-kikaku@
city.yonago.lg.jp

緑化活動を応援します
■応募できる方
・市内各地域において緑化活動を行なうために
結成された団体
・まちづくり活動を行なうために結成された団体
■補助金の種類　補助金の交付には２種類の
コースを設けています。
◇草花緑化活動コース　対象の活動に必要な
額（上限２万円）とします。
　市内の公に開放された場所に花壇、プラン
ター等の新設、増設および維持管理ならびに
緑化活動に関する講習会、研修会
◇樹木緑化活動コース　対象の活動に必要な
額（上限５万円）とします。
　市内の公に開放された場所に新規に樹木を
植栽する場合のみを対象
■募集数（各コースとも申込みが予定数を超
える場合は抽選）
　草花緑化活動コース　10団体
　樹木緑化活動コース　２団体
■募集期間　５月７日（木）～６月８日（月）
■申込方法　交付申請書、実施を予定する場
所の位置図および現況写真、収支予算書、団
体の定款、規約または会則の写し、年間事業
計画書を維持管理課公園維持係（市役所本庁
舎２階）まで提出してください。
　申込方法などくわしくは、「米子市ホーム
ページ」をご確認いただくか、維持管理課ま
でお問い合わせください。
■申込・問合せ　維持管理課公園維持係（☎
２３－５２４９、ＦＡＸ２３－５２５４、Ｅメール：
kanri@city.yonago.lg.jp）

2015再生神話の郷
さ と

マラニック参加者募集！！2015再生神話の郷
さ と

マラニック参加者募集！！
　鳥取県西部は再生・復活にまつわる多くの伝説が残っている地域です。古代神話の英雄・
大国主命の足跡を辿るこのマラニックを通して、「古事記」に残っている蘇り伝説にふれ
るとともに地域に残された古代のロマンを体感できます！自転車を使用しペアで交代しな
がら走る部門（バイク＆タイ）も設定しておりますので、親子・カップルでの参加もでき
ます。
■と き　６月７日（日）午前７時～午後４時30分
■コース　Ａコース（往復）　約50ｋｍ、Ｂコース（片道）　約25ｋｍ
　大山町役場大山支所　《受付》～唐

と う の う

王神社《スタート・ゴール》～壱
いちのみや

宮神社～妻
む き ば ん だ

木晩田
遺跡～天

あめのかみがき

神垣神社～大
お お が み や ま

神山神社～赤
あ か い い わ

猪岩神社《Ａコース折り返し・Ｂコースゴール》
■受付場所　大山町役場大山支所（受付：午前７時～７時45分　※ 時間厳守）
■参加費　一般：3,000円、鳥取県トライアスロン協会員：2,500円、バイク＆タイ：4,000
円／１組
■定 員　一般・鳥取県トライアスロン協会員：180人、バイク＆タイ部門：20組
■記念品　再生神話ゆかりの御札・破魔矢・淀江ゆめ温泉入浴券
■申込締切日　５月22日（金）
■申込・問合せ　参加希望の方は米子市観光協会（☎３７－２３１１）まで電話でお問い合
わせください。

米子市民体育祭のお知らせ
　米子市では、各公民館区域内に居住
されるメンバーで構成されたチームに
より次の８種目のスポーツ大会を実施
しています。参加を希望される方は体
育課までお問い合わせください。
競技名 開催予定日 申込締切日

ソフトボール ６月７日
14日 ５月７日

卓 球 ６月28日 ５月28日
バドミントン 10月４日 ９月３日

バレーボール ７月５日（女子）
12日（男子）６月４日

ソフトテニス ７月５日 ６月４日
グラウンドゴルフ ７月５日 ６月４日

軟 式 野 球
９月６日

13日
22日

８月20日

ゲートボール ９月13日 ８月18日
■問合せ　体育課（☎２３－５４２６）
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■申込・問合せ
健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
錦町一丁目「ふれあいの里」３階

お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

■ところ　米子市福祉保健総合センター　　（ふれあいの里）３階
■受　付　午後１時～２時（接種開始は午後１時15分～）

▼生まれ月ごとに毎月実施します。受けられなかった場合は、翌月以
降に受けてください。

▼母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健康手帳がないと受
けられません。「予防接種と子どもの健康」の冊子を読んできてくだ
さい。体温は接種会場で測ります。

対 象 児 接 種 日
H26年11月16日～ H26年11月30日生 ５月７日（木）
H26年12月１日～ H26年12月15日生 ５月28日（木）
H26年12月16日～ H26年12月31日生 ６月３日（水）

生後５か月で接種します。生後12か月未満で接種を受けていない方も受けて
ください。（平成25年４月から、対象年齢が12か月未満に変更となりました。）

麻しん（はしか）風しんの
予防接種を受けましょう！

麻しんおよび風しん混合予防接種（MR）を実施しています。
■対象者　１期：１歳のお子さん
　　　　　　　　接種期間：１歳から２歳未満

　　　　２期：年長児さん（H21年４月２日～H22年４月１日生）
　　　　　　　接種期間：H27年４月１日～H28年３月31日

特に麻しんは感染力が強く、春から夏にかけて流行しやすいので、
できるだけ早い時期（４月～６月の間）の接種をおすすめします。
■受け方　米子市が委託している医療機関に個人で予約してから接種を
受けてください。※ご不明な点は健康対策課までお問い合わせください。

献血のご案内
　医療に必要な血液は、多くの人々の善意と協力で確保されています。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■献血ルーム「ひえづ」（イオンモール日吉津　東館１階）
●開所日　火、木、土、日曜日、および毎月20日、30日
●受付時間　午前９時30分～午後１時30分、午後２時30分～５時（成

分献血は４時まで）
■街頭献血　日程については、日本赤十字社 鳥取県赤十字血液セン
ター日吉津出張所までお問い合わせいただくか、鳥取県赤十字血液セ
ンターのホームページをご確認ください。
※なお、各献血会場では、日本骨髄バンクドナー登録手続きができま
す。ドナー登録申込みおよび白血球の型検査用採血（約２ｍＬ）にか
かる時間は15分程度です。白血病や小児がん等の血液疾患患者を救う
ドナー登録にご理解とご協力をお願いします。
■問合せ　日本赤十字社　鳥取県赤十字血液センター日吉津出張所（☎
２７－１７２４）

世界禁煙デー in米子イベント
～禁煙で「幸せだよ」って言える日々～

（禁煙標語受賞作品　中学３年生）
　５月31日の世界禁煙デーに合わせて、たばこの害な
どについてみんなで考えるイベントを開催します。禁
煙したい「あなた」を応援するイベントです。これを
機会にご家族みんなでたばこについて考えてみません
か？ぜひ、遊びに来てください。
■と き　５月31日（日）　午後１時～３時
■ところ　イオン米子駅前店１階　吹き抜け広場
■イベント内容

○禁煙相談コーナー：専門医による禁煙相談・ニコ
チンパッチ無料処方
○体験コーナー：ニコチン依存度チェック・肺年齢
測定・呼気中一酸化炭素濃度測定
○啓発コーナー：小中学生の禁煙ポスター・標語の
展示・紙芝居・禁煙ぬり絵・貯「禁」箱の作成など

■主 催　世界禁煙デー in 米子実行委員会（☎３１－
９３１９）

お勧めします！　早めの受診
７月から大人の検診が始まります
　次のグラフは、平成26年度に受診された胃・大腸・
子宮・乳がん検診の月別受診者数です。後半の３か月、
なかでも12月に受診者が集中しています。「平成27
年度健診受診券」を６月末に郵送します。予約が必要
な検診もありますので、計画をたてて受診してくださ
い。

※予約は７月１日から受け付けます。
　７月から９月は、受診者が比較的少ないです。
　希望の日時・医療機関等で受診していただくために
も、早めの予約・受診をお勧めします。
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春のセンターこども大会！
２日（土）～６日（水）ゴール
デンウィークも児童文化セン
ターで遊ぼう！くわしくはセ
ンター催し物案内、またはホー
ムページをご確認ください。
おもちゃの病院
17日（日）①午前10時～②午前
11時～、対象：幼児～中学生、
各回６組、診察料無料（部品代の
み実費）。修理できないおもちゃ
もあります。※１家族１点限り。
３日（日・祝）から電話受付。
プラネタリウム特別投影「熟
睡プラ寝たリウム」
６日（水）午後２時～２時40分、
大人310円、70歳以上の方無
料。星を見るか眠るかはあな
たの自由！リラクゼーション
を目的とした、ちょっぴり大
人向けのプラネタリウムです。
プラネタリウム「５月の星座
解説」「星座物語」
平日…午後２・３時、土・日・
祝日…午前11時・午後１・２・３・
４時の投影。幼児・70歳以上
の方無料、小中高校生50円（土・
日・祝日は無料）、大人310円。
ナイトプラネタリウム
23日（土）午後７時～８時、大
人310円、70歳以上の方無料。
天体観望会「木星と金星を見よう」
23日（土）午後８時～９時。
対象：どなたでも可、40人、

無料。９日（土）から電話受付。
えほんとわらべうた
毎週水曜日、０～１歳半：午
前10時30分～、１歳以上：
11時10分～。
おはなしのへや（共催：朗読
ボランティア火曜の会）
10日（日）午前11時～11時
30分。対象：幼児～大人。
紙芝居のじかん
16日（土）午後２時30分～３
時、対象：幼児～大人。
だくちるおはなし会（共催：
おはなしグループだくちる）
23日（土）午後２時15分～２
時45分。対象：幼児～大人。
じどぶん育児相談室「ままこん」
27日（水）午前10時～正午。
予約不要、相談無料。元保育
士が子育て中の保護者の悩み
の相談にのります。
木のおもちゃクラブ「もくも
く」初心者の日
27日（水）午前10時～正午、対象：
大人。はがきサイズの木のパズ
ルを作ります。４人、参加費450
円。13日（水）から電話受付。
春のバラ展（主催：米子バラ会）
23日（土）午前10時～午後４時、
24日（日）午前10時～午後３時。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　７日、８日、
12日、19日、26日。
■多目的ホールと研修室は開館
日の午後10時まで利用可。有料・
要事前申込み（１週間前まで）。

新米子市誕生10周年記念・平
成27年度米子市美術館特別
共催展 「安野光雅の世界展 日
本の原風景から平家物語まで」
会期：31日（日）まで［会期中無
休］。観覧料　一般：800（600）
円、中学・高校生：500円、小
学生以下無料※（　）内は15人
以上の団体および、障がいのあ
る方（付き添い１人含む。）の料金。
◎関連事業
米子市美術館学芸員による
ギャラリートーク
日時：２日（土）・16日（土）
各日午後２時～。※申込不要。
水彩画体験教室 
日時：９日（土）・23日（土）
各日午後１時30分～午後４時。
講師：鳥取県美術家協会会長
　加藤哲英さん。ところ：米
子市明道公民館。定員：各日
30人（要申込・先着順）。対
象：小学校高学年以上（小学
生は保護者同伴）。参加料：
１回1,000円（材料費込み）。
※要本展入場券もしくは半券
絵本のおはなし会
安野光雅が挿絵を描いた絵本
のおはなし会を行ないます。
１日（金）・12日（火）・15日

（金）・19日（火）・26日（火）
各日午後２時～（30分程度）。
米子市美術館第２展示室※
申込不要。要当日有効入場券。
平成27年度　第55回米子
市美術展覧会（市展）
多くの方のご出品とご鑑賞を
お待ちしています。会期：６
月12日（金）～20日（土）［会
期中無休］。搬入日：６月７
日（日）午前10時～午後４時。
■開館時間　午前10時～午後６時
■今月は休館日はありません

企画展「もっと知りたい！米
子城Ｖｏｌ．４」
米子城に関する資料を展示し
ます。会期：４月25日（土）～
６月21日（日）。会場：山陰歴
史館第１展示室。観覧料：一般
300円　※ 70歳以上の方、大
学生以下の方、障がいのある方

（介護者１人を含む。）は無料
関連事業　講演会「尼子氏・
毛利氏の攻防と伯耆国」
講師：島根大学教育学部　教
授　長谷川博史さん。とき：
５月23日（土）午後１時30分
～３時（終了予定）。会場：
米子市文化ホール イベント
ホール。参加費：無料。定員：
100人（事前申込不要）
民話のへや
日時：５月17日（日）午後１時
30 分～、場所：２階いろり
の間。語り：ほうき民話の会。
内容：河童の妙薬　ほか３話、
民具あれこれ。※参加ご希望
の方は、米子市役所駐車場を
ご利用ください。駐車券を歴
史館までお持ちいただきます
と２時間無料になります。
■開館時間　午前９時30分～午後
６時（入館は午後５時30分まで。）
■今月の休館日　７日、12
日、19日、26日。

常設展開催中
米子市で発掘された主な出土
品を紹介しています。
■観覧料　無料
■開館時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休館日　７日、８日、
11日、13日と毎週火曜日。
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「尾高城跡ガイドウォーク」
戦国時代の西伯耆の要の城と呼ば
れる尾高城を巡ります。17日（日）
午後１時30分～３時30分、集合場
所：シャトー尾高梅園駐車場、定
員 30人、資料代100円。参加申
込は、☎・ＦＡＸ２６－０４５５まで。
■開館時間　午前９時～午後５時
■今月の休館日　４日、５日、
６日と毎週土、日曜日。

つつじ読書会
２日（土）午後２時、２階研修室。

『経済学の考え方』（後半）宇
う ざ わ

沢
弘
ひろふみ

文：著　岩波新書※次回6/6（土）
こどものための論語教室
10日（日）午前10時30分～11
時30分：２階研修室。『こども
論語塾』安岡定子：著。対象：
小学生（親子可）※次回 6/7（日）
楽しく漢文に学ぶ会
10日（日）午後１時30分、対象：
大人。『論語新釈』宇

う

野
の

哲
てつ

人
と

：著（講
談社学術文庫）。※次回6/7（日）
おはなし会（１階おはなしのへや）
★毎週木曜日（協力：ほしの
ぎんか、第４木曜日：火曜の会）
午前10時40分～ 11時30分。
★ 12日（火）（毎月第２火曜日：
図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべうた・
紙芝居・パネルシアターなど。
古文書研究会
23日（土） 午後１時30分、２
階研修室。古文書入門「多

た

比
び

能
の

実
み

知
ち

久
く

佐
さ

」（日吉津村石原
家から雲州母

も り

里西村家に嫁い
だ美

み

須
す

女
じ ょ

の諸国巡礼旅日記）
を読む。講師：中

な か

　宏
こ う

さん。
伯耆文化研究会総会記念講演会
16日（土）午後１時30分～３時。

「幕末維新期山陰地域における
鳥取藩－松江藩との関わりを中
心に－」。講師：鳥取大学地域
学部地域文化学科教授　岸本　
覚さん。入場無料、聴講自由。
こころの相談会（要事前申込）
13日（水）午後２時～４時、２
階研修室。予約先：ライフサ
ポートセンターとっとり（☎
０１２０－８２－５８５８）（平日
午前９時30分～午後５時30分）
第29回朗読コンサート「お
かあさんだぁ～いすき」～母
の日に寄せて～
９日（土）午後１時30分～３時、
２階研修室。入場無料。主催：
朗読ボランティア「火曜の会」
☎２９－７１９０（笹鹿さん）
知的書評合戦ビブリオバトル
24日（日）午後１時30分～３時
30分・２階研修室。主催：米
子ビブリオバトル（☎０８０－
５７５１－４７５０（山田さん））
ギャラリー

▼「国際児童絵画展」主催：市
民自治推進課。13日（水）まで。

▼「山岳写真展示」主催：角
明男さん。13日（水）まで。

▼「淀江の魅力再発見！フォ
トコンテスト2014写真展」
15日（金）～ 30日（土）まで。

▼「大崎神社しめ縄祭写真展」
主催：フォトクラブコットン。
15日（金）～６月３日（水）まで。

▼「シルバー＆樹脂粘土作品
展」主催：ふみと仲間たち。
16日（土）～29日（金）まで。
★ビジネス支援は15ページ
■開館時間　平日：午前９時
～午後７時、土・日・祝日：
午前10時～午後６時
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）。

手作り自然教室「オリジナル
バードコールを作ろう！」
２日（土）～６日（水）開館時間
中いつでも。対象：小学生以上。
材料費：１個につき100円。
自然観察会「春の昆虫ウォッ
チング！」
２日（土）午前10時～正午。
対象：小学生以上、当日受付。
ＧＷ自然観察会「水鳥公園一
周ネイチャーウォーク！」
３日（日・祝）午前10時～正午。
対象：小学生以上、当日受付。
ＧＷ自然観察会「昔の中海の
貝殻を掘ろう！」
４日（月・祝）午前10時～午
後１時。対象：小学生以上、
定員30人、要予約。
ＧＷ自然観察会「夜のコウモ
リウォッチング！」
５日（火・祝）午後７時～８時。
対象：小学生以上、当日受付。
持ち物：懐中電灯、防寒着。
ＧＷ自然観察会「水鳥公園
バックヤードツアー」
６日（水）午前10時～11時。対象：
小学生以上、定員10人、要予約。
世界渡り鳥の日＆愛鳥週間記念企
画「生き物の足跡標本を作ろう！」
９日（土）午前９時30分～正午。
対象：小学生以上、定員15人、
要予約、参加費500円。
第５回園児が描いた鳥の絵展
31日（日）まで開館時間中いつでも。
●会場はすべて水鳥公園ネイ
チャーセンターです。●米子水
鳥公園の催しへの参加には入
館料が必要です。手作り自然教
室の参加費は、入館料を含めた
親子一律の料金です。●入館料
は、高校生～69歳の方は310円、
その他は無料です。●水鳥公園
のイベントは、とっとり県民カ
レッジ連携講座です。
■開館時間　午前９時～午後
５時30分

■今月の休館日　5 日を除く
毎週火曜日と７日。

５月ロビー展
三つのアート　シルエット・
グラス・ティッシュ　かどな
がみえこ作品展
クラフトの日（第３水曜日）
20日（水）。受講料：500円（予
約が必要です。）
■入園料　大人200円、小・中学
生50円。（市内にお住まいの方の
料金。受付でお申し出ください。）
■開園時間　午前９時30分
～午後５時
■今月の休園日　13日、27日

素鳳ふるさと館常設展『桃の
節句と菖

しょうぶ

蒲の節句』
期間：11日（月）まで、入館料：250円。
手しごとギャラリーｋａｉｋｅ
「手しごとのストール展」
期間：25日（月）まで、入館料：無料。
手仕事体験教室※手仕事体験教
室への参加は素鳳ふるさと館ま
で電話でお申し込みください。
●「高

たかはた

機で機
はた

織り」　23日（土）
①午前９時～② 10 時～③ 11
時～④午後２時～⑤３時～⑥
４時～。定員：各回１人、参
加費：1,800円
●「綿からコースター」　24
日（日）①午前10時～②午後
２時～、２時間くらい。定員：
各回３人、参加費：2,500円
●「皐月のつるし飾り」　30
日（土）午後１時30分～、３
時間くらい。定員：各回10人、
参加費：2,500円
■開館時間　午前９時～午後６時
■今月の休館日　12日～14
日、26日
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　４月から５月の米子水鳥公園は、シャリンバイの花が咲きます。シャ
リンバイの花をよく見ると、様々な昆虫が集まり、花粉や蜜を集めたり
食べたりしています。その中でも、特に存在感があるのがハナムグリです。
　ハナムグリという名前は、漢字で「花潜」と書くように、いつも花に
頭を突っ込んでいることから付けられたものです。背中側が緑色、お腹
側が紫色で、全身に金属光沢があるとても美しい昆虫です。体型は、よ
く知られている昆虫であるカナブンそのものなので、子どもたちがこの
虫を見つけたら、「カナブン！」と呼ぶことと思います。水鳥公園では、
ハナムグリとよく似ていて体が一回り小さな、コアオハナムグリも一緒
に見られます。

　ハナムグリは、体が重くて飛ぶのが苦手な甲虫類では珍しく、軽快に飛びまわります。その飛行方法は、カブ
トムシやテントウムシなど、多くの甲虫類とは違う、独特なものです。
　多くの甲虫類は、背中にたたんである硬い前

ぜ ん し

翅を左右に広げ、その下に折りたたまれている薄くて柔らかい
後
こ う し

翅を高速で羽ばたいて飛びます。つまり、４枚翅
ば ね

で飛行します。ところが、ハナムグリは前翅を開かないで、
前翅とお腹の隙間から後翅を広げて飛びます。つまり、２枚翅で飛行するのです。
　翅

は ね

が少ない方が飛ぶのが大変そうに思いますが、実際は４枚翅で飛ぶ甲虫よりもはるかに自在に飛びます。前進、
後退、空中停止、その場で旋回など、その自在な動きは、まるでヘリコプターのようです。「ブ～ン」という大き
な羽音を響かせて花の周りを飛び交うので、不意に飛んで来るとハチが近づいてきたと思って驚かされます。
　ハナムグリは、花から花へと渡り歩きながら、名前のとおり花に潜り込むように頭を突っ込んで、花粉を食べ
ています。そのため、ハナムグリの顔は花粉で真っ黄色になっています。このように、ハナムグリは花から花粉
や蜜を提供してもらう代わりに、花粉を他の花に運んで受粉を手助けしています。春の水鳥公園には、様々な種
類の植物が花を咲かせますが、ハナムグリはその中でもシャリンバイが最も好みのようです。シャリンバイとハ
ナムグリは、持ちつ持たれつの関係なのです。　　　　　　　　　　　　　　　米子水鳥公園指導員　桐

き り は ら

原佳
け い す け

介

水鳥公園からのたより
ハナムグリ

５月に見られる生きものたち
鳥類：カルガモなどのカモ類、コサギなどのサギ類、ハマシギなどのシギ類、オオヨシキリなどの小鳥類、
カイツブリ、キムネクマバチなど花に集まる昆虫たち　ほか。

「よなごの宝88選」から
　米子の古道　　《宝No.33》　　車尾、博労町ほか

古い因幡道？　（博労町～車尾）
　旧国道と並行して、幅１メートルほどの道が車尾の梅

ば い お う じ

翁寺裏から、市立車尾小学校の敷地
内を通り畑の中を市内の方へと続いています。米川を渡って「住之江公園」の前を通り北山
の裾を巻くようにして、県立米子東高等学校の敷地内を通り抜け、県立米子工業高等学校の
ところで西福原や四軒屋の方面からの道と合流します。この古道は古因幡道だという説もあ
ります。

縄
な わ て

手道
み ち

（博労町～灘町）
　博労町１丁目の光西寺の前の道を西に、進む道がありました。「称

しょうみょうじ

名寺なわて」と呼
ばれていました。現在ほとんど消滅しましたが、元朝日座の前を通り、さらに新小路
と直角に交差して寺町と本教寺の間に通じ、最後は立町通り（浜道）に出る道は今も
健在です。
年
ね ん ぐ

貢を運んだ道（博労町、河崎など）
　江戸時代に東福原村や西福原村、三柳村から米子へ年貢米を運ぶ道として「東福原
村津

つ

出
だ し

道
み ち

」「西福原村道」「伝四郎道」「吉左右衛門道」「三柳村津出道」などがありま
したが、現在はその道は改修されて、利用されているものの名前は忘れられています。
【よなごの宝88選実行委員会】
お知らせ　第58回よなご88探宝会　「ぶらっと界隈・街道を行く～上方往来～」。５月17日（日）午後１時～４時、道笑
町 1丁目・パティオ広場集合、参加費500円（昼食代別途）。申込みは、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、郵便また
はFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。

キムネクマバチ
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